
　インプラントは手術から補綴、そしてメンテナンス管理まで総合的な治療です。範囲が広いためインプラント
治療を常に成功を導くためには一生勉学しても足りません。そこで継続的な研修が必要不可欠だと考えてい
ます。今回はインプラントに必要な専門的基礎知識のスキルを高めるための講習会となります。　内容は２つ、
１つはインプラントに必要な歯科材料学、１つは咀嚼とインプラント補綴です。 
　インテグレーションの正確な機序がはっきりとしない今、チタンを含めて歯科における材料の特性は重要性

を増してくるばかりです。　講師として歯科材料学が専門の愛知学院大学歯学部歯科理工学講座　伴　清治
先生にお願いしております。 
　また咀嚼の機能はとても重要な分野でありながら、専門的な知識はもとより基本的な知識も不十分な先生
が多いと思います。講師として神奈川歯科大学大学院歯学研究科　咀嚼機能制御補綴学講座　教授　木本
克彦先生にお願いし、咀嚼の重要性は当然ですがインプラント補綴の咀嚼に関しても色々お話ししていただき
ます。 
　今回は講義だけでなく色々なディスカッションでより興味深い内容としていきたいと考えています。そのため
愛知学院大学歯学部高齢者歯科学講座　竹内一夫先生に座長をお願いし、会場からの意見も多く取り入れ
ていきます。＜基礎失くしてインプラントの発展無し＞が私たちの気持ちです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
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『歯科インプラント材料の表面改質とその性質』�
　　　　　　　　　　�

　インプラント体の機械的合目性および生物学的合目性はその臨床応
用にあたっての選択の大きな因子となる。機械的合目性としてはチタン
などの金属を使うと信頼性が高い。しかし、生物学的合目性すなわち生

体活性は十分ではなく、種々の表面改質が行われている。一方、近年
の金属アレルギーの問題や審美性への要求の高まりにより、ジルコニア
製インプラントも実用化されている。今回は、これらの２つの素材の表面
改質とその性質について説明する。�

『咀嚼の本質を考える』�
�
咀嚼は、顎口腔系を司る重要な機能運動の一つですが、最近、2つの

面で新たに注目を集めています。一つは、日本老年医学会が胃ろう中
止を含めたガイドラインを制定したことからもわかるように咀嚼・嚥下によ
る経口摂取の重要性が社会的に広がってきたことです。もう一つは、咀
嚼は、単なる食物の摂取や消化だけにとどまらず、全身の健康増進に寄
与していることが明らかにされはじめたことです。そこで、今回は、健康
科学と咀嚼機能との関係についてお話しするとともに、インプラント・補

綴治療との関わりについても考えてみたい。�
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お知らせ	

日本口腔インプラント学会認定講習会「インプラントセミナー第29期」受講生募集中！！　　	


² 日曜日のみの開催となります。	

² ＪＳＯＩ専門医を目指す方はご相談ください。	
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